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お わ り に
統計学の創始者であり重商主義者でもあるW.ペティ，経済学の祖A.スミスさらに資本主義
の安定期（レッセ・フェール期）J.S.ミルがそれぞれ主張する社会資本概念（彼らは，政府の
支出先の1部と捉えている）を概観した。ペティの時代には，政府の支出先という範囲のなかに，
多くの概念を入れていた。しかしスミスの時代では，政府の支出先という範囲は小さくなった。
いわゆる「夜警国家」論による，政府財政の縮小がその背景にあった。さらに，ミルの時代では，
レッセ・フェールの主張があらわすように，政府の経済への干渉を縮小するため，政府の支出先
を厳選し，縮小するようになった。
このようにみるならば，ペティからミルにかけての時代，政府が税収を増大させることが主要
課題であったと考えられる。
しかし，ペティ，スミス，ミルの一貫した考えは，イギリスが先進国であり続けるためには，
すなわち国民をより豊かにするためには，産業基盤としての社会資本の充実が常に求められ，そ
れに対応した形での政府の支出が必要であるというものである。とするならば，先進国であり続
けるためには，政府が社会資本の充実を図らねばならないし，またそのための費用は国家が負担
しなければならないということになろう。3者にとって，産業基盤としての社会資本の充実は，
国家をより発展させるための重要課題であったし，またそれを十分に認識していたといえよう。
要するに，ペティ，スミス，ミルは，社会資本という言葉を明示していないが，その役割と機
能の重要性を十分に認識しており，それを支出する主体は国家であると考えていたということに
なる。言い換えれば，ペティ，スミス，ミルは社会資本の建設・維持が国家の支出によって支え
る重要な部分とみており，特にミルは政府の必然的機能という観点から社会資本の建設・維持の
重要性を認識していたといえよう。社会資本の建設・維持は国家が行わねばならないということ
である。
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